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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ表示装置において、使用開始から長
期間に亘って、隣接する有機ＥＬ素子間等の輝度の差を
一定範囲内に保つことである。
【解決手段】  有機ＥＬ表示装置は、基板１１とその上
に積層された透明陽極電極１２とその上に積層され発光
層を持つ有機薄膜１３とその上に積層された陰極電極１
４とから成る複数の有機ＥＬ素子１０と、各有機ＥＬ素
子１０を加熱する複数のヒータ２５と、各有機ＥＬ素子
１０の駆動時間を測定する測定手段２０と測定手段の測
定結果に基づき各ヒータの発熱量を制御する制御手段３
０と、から成る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板と、該基板の上に積層された透明陽
極電極と、該透明陽極電極の上に積層され発光層を持つ
有機薄膜と、該有機薄膜上に積層された陰極電極と、か
ら成る複数の有機ＥＬ素子と、
各前記有機ＥＬ素子を加熱する複数のヒータと、
各前記有機ＥＬ素子の駆動時間を測定する測定手段と、
前記測定手段の測定結果に基づき、各前記ヒータの発熱
量を制御する制御手段と、から成ることを特徴とする有
機ＥＬ表示装置。
【請求項２】   前記制御手段は、駆動時間が長い前記
有機ＥＬ素子のヒータの発熱量が多く、駆動時間が短い
前記有機ＥＬ素子の前記ヒータの発熱量が少なくなるよ
うに各前記ヒータを制御する請求項１記載の有機ＥＬ表
示装置。
【請求項３】   前記制御手段は、各前記有機ＥＬ素子
の駆動時間と所定の関係にあり、当初設定輝度に対する
使用後の輝度の比である相対輝度に基づき、各前記ヒー
タを制御する請求項２記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記制御手段は、使用による輝度の劣化
後最も明るい前記有機ＥＬ素子の相対輝度に対する、該
最も明るい有機ＥＬ素子に隣接する有機ＥＬ素子の相対
輝度の比が約９０％以下になったとき、又は最も暗い有
機ＥＬ素子の相対輝度の比が約７０％以下になったと
き、各前記ヒータを発熱させる請求項１記載の有機ＥＬ
表示装置。
【請求項５】  前記制御手段は、使用により劣化した相
対輝度の値に対応して、各前記ヒータの発熱量を制御す
る請求項１記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の有機ＥＬ素
子を含む有機ＥＬ表示装置に関する。
【０００２】
【従来技術】近年、表示装置（ディスプレイ）の分野
で、液晶表示装置に変わってＥＬ（Electro-Luminescen
ce）表示装置が注目されている。ＥＬ表示装置は、液晶
表示装置と異なり、バックライトが不要で、消費電力が
小さく、しかも軽量化が可能等の利点があることによ
る。ＥＬ表示装置には無機ＥＬ素子を用いた無機ＥＬ表
示装置と有機ＥＬ素子を用いた有機ＥＬ表示装置とがあ
るが、高い輝度が得られ駆動電力が低い等の長所から、
有機ＥＬ表示装置が特に注目されている。その反面、有
機ＥＬ素子は無機ＥＬ素子に比べて発光（使用）頻度即
ち駆動時間や経年変化により化学的に劣化し易く、劣化
により輝度が劣化する。
【０００３】一般に、有機ＥＬ表示装置を構成する複数
の有機ＥＬ素子の発光頻度はそれぞれ異なり、頻繁に発
光する有機ＥＬ素子もあれば、あまり発光しない有機Ｅ
Ｌ素子もある。頻繁に発光する有機ＥＬ素子の輝度の方
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が早く劣化し、これにより複数の有機ＥＬ素子間で輝度
の差（輝度むら）が生ずる。そして、隣接する有機ＥＬ
素子間で輝度の差が大きくなると（例えば、明るい方の
有機ＥＬ素子に対する暗い方の有機ＥＬ素子の輝度の比
が９０％以下を超えると）、有機ＥＬ表示装置を見る者
は不快感を感ずる。
【０００４】有機ＥＬ素子の劣化を防止し、輝度むらを
防止して、長時間にわたり快適な表示を得るべく、従来
から種々の対策が施されている。例えば特開２００１－
７５５３２号公報（以下「従来例」と呼ぶ）は、発光頻
度が多い有機ＥＬ素子の輝度を低くする考えを開示して
いる。上述したように、隣接する有機ＥＬ素子間の輝度
の比が一定値を越えたとき、表示装置を見る者は不快感
を感ずる。一方、初期設定輝度が明るい有機ＥＬ素子の
輝度は、初期設定輝度が暗い有機ＥＬ素子の輝度よりも
早く劣化する。以上を考慮して、従来例は、使用頻度の
多い有機ＥＬ素子の初期設定輝度を暗く、使用頻度の少
ない有機ＥＬ素子の初期設定輝度を明るくしている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来例で
は、複数の有機ＥＬ素子間の輝度の比を一定値以下に保
つことが難しい。即ち、初期設定輝度が明るい有機ＥＬ
素子の輝度は初期設定輝度が暗い有機ＥＬ素子の輝度よ
りも早く劣化し、一定時間経過後は使用頻度が少ない有
機ＥＬ素子の輝度が使用頻度の多い有機ＥＬ素子の輝度
よりも暗くなることがある（輝度の反転）。その結果、
該隣接する有機ＥＬ素子間での輝度の比が再度一定値を
超え、有機ＥＬ表示装置を見る者に不快感を与える。こ
のように、使用頻度が多い有機ＥＬ素子が使用頻度が少
ない有機ＥＬ素子よりも暗いときも明るいときも、長期
間に亘って隣接する有機ＥＬ素子間の輝度の比を一定値
以下に保つことは容易ではない。
【０００６】本発明は上記事情を背景にしてなされ、使
用開始から長期間に亘って、複数の有機ＥＬ素子間の輝
度の差乃至輝度の比を一定値以下に保つことができる有
機ＥＬ表示装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本願の発明者は、有機Ｅ
Ｌ素子の輝度との温度との関係に注目した。一般に、新
品の有機ＥＬ素子は使用（環境）温度が低いときは輝度
が暗く、温度が高いときは明るい性質がある。発明者が
実験したところによると、使用後の有機ＥＬ素子を加熱
した場合にも、駆動時間が所定範囲内であれば、同様の
傾向が見られる。そこで、駆動時間が長い、換言すれば
発光頻度が多く輝度が劣化し易い有機ＥＬ素子を加熱し
て輝度を上げることを思い付いて、本発明を完成した。
【０００８】即ち、本発明は、基板と、該基板の上に積
層された透明陽極電極と、該透明陽極電極の上に積層さ
れ発光層を持つ有機薄膜と、該有機薄膜上に積層された
陰極電極とから成る複数の有機ＥＬ素子と；各有機ＥＬ
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素子を加熱する複数のヒータと；各有機ＥＬ素子の駆動
時間を測定する測定手段と測定手段の測定結果に基づ
き、各ヒータの発熱量を制御する制御手段と；から成る
ことを特徴とする。
【０００９】本発明において、使用により各有機ＥＬ素
子間の輝度に所定範囲を超えて差が生じた場合は、輝度
の劣化量に応じて、ヒータにより該有機ＥＬ素子を加熱
する。すると、有機ＥＬ素子の輝度が上昇し、複数の有
機ＥＬ素子間の輝度差が小さくなる。
【００１０】
【発明の実施の形態】発明の実施の態様は以下の通りで
ある。
＜有機ＥＬ素子装置、有機ＥＬ素子＞有機ＥＬ素子装置
は複数の有機ＥＬ素子を含み、各有機ＥＬ素子はセグメ
ントから成る。セグメントの大きさ、形状及び個数に特
別の制約はなく、任意に選択することができる。
＜測定手段＞測定手段は各有機ＥＬ素子の駆動時間を測
定するもので、タイマ等を含む慣用の測定手手段を利用
することができる。
＜ヒータ＞ヒータは各有機ＥＬ素子を加熱するもので、
セラミックヒータ等慣用のヒータを使用することができ
る。
＜制御手段＞制御手段は、慣用のＥＣＵ等により構成す
ることができ、各有機ＥＬ素子の駆動時間に応じて、例
えば電源からヒータに流れる電流の量（通電量）を制御
する。
【００１１】制御手段は有機ＥＬ表示装置の駆動開始か
らヒータを制御することもできる。但し、駆動開始後し
ばらくの間は有機ＥＬ素子の輝度はあまり劣化していな
いので、駆動開始から所定時間が経過した時点からヒー
タを制御することが望ましい。「所定時間」とは、例え
ば、隣接する有機ＥＬ素子間で、明るい方の有機ＥＬ素
子の相対輝度（当初設定輝度に対する使用後の輝度の
比）に対する暗い方の有機ＥＬ素子の輝度の比が約９０
％以下になったときである。また、最も明るい有機ＥＬ
素子の相対輝度に対する最も暗い有機ＥＬ素子の輝度の
比が約７０％以下になったときとすることもできる。
【００１２】制御手段は、各有機ＥＬ素子の駆動時間の
長短に応じてヒータの発熱量を個別に制御する。尚、駆
動時間と輝度の劣化とが比例する場合は、駆動時間の長
さに応じた制御とは結局、輝度の劣化の程度に応じた制
御を意味することになる。両者が比例しない場合は、制
御手段は駆動時間と相対輝度との関係を示すグラフ等を
参照して、相対輝度に基づき各有機ＥＬ素子を制御する
ことが望ましい。
【００１３】ヒータにより各有機ＥＬ素子は異なる温度
まで加熱される。その結果、使用により劣化するはずの
有機ＥＬ素子の輝度が向上する。ヒータによる加熱量即
ち加熱による相対輝度の上昇量は、劣化した相対輝度の
値や通電時間等を考慮して決めることができる。例え
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ば、劣化した相対輝度に対応させて、相対輝度の値が小
さい有機ＥＬ素子の加熱量を多く、大きい有機ＥＬ素子
の加熱量を少なくすることができる。要するに、複数の
勇気ＥＬ素子間において、隣接する有機ＥＬ素子の間の
相対輝度の比や、最も明るい有機ＥＬ素子と最も暗い有
機ＥＬ素子との間の相対輝度の比が、有機ＥＬ素子の加
熱前よりも小さくなれば良いのである。
【００１４】
【実施例】以下、本発明の実施例を図１，図２、図３、
図４及び図５を基にして説明する。
【００１５】図１に示すように、有機ＥＬ表示装置は
「８」形状に配置された７個の有機ＥＬ素子１０ａから
１０ｇと、各有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇの駆動時間
を測定する測定手段２０と、各有機ＥＬ素子１０ａから
１０ｇに設けられたヒータ２５と、測定手段２０の測定
結果に基づき各ヒータ２５の作動を制御する制御手段３
０とを含む。有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇはセグメン
トから成る。
【００１６】図２に示すように、有機ＥＬ素子１０ａは
ガラス基板１１と、その上に順に積層された透明陽極電
極１２、有機薄膜１３及び陰極電極１４と、有機薄膜を
加熱するヒータ２５と、透明陽極電極１２を保護、封止
する保護膜（封止膜）１６とから成る。透明陽極電極１
２はＩＴＯから成り、有機薄膜１３は正孔注入層、発光
層及び電子注入層から成る。透明陽極電極１２と陰極電
極１４との間に駆動電圧Ｖが印加される。各ヒータ２５
は透明陽極電極１２、有機薄膜１３及び陰極電極１４を
覆うように配置され、電源からの通電量に応じて発熱す
る。他の有機ＥＬ素子１０ｂから１０ｇも同じ構成を持
つ。
【００１７】図１に戻って、上記測定手段２０はタイマ
を含み、各有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇにそれぞれ接
続され、駆動時間を測定する。測定手段２０の測定結果
は御手段３０に入力される。制御手段３０はＥＣＵから
成り、測定手段２０からの入力に応じて電源から各ヒー
タ２５への通電量を制御する。
【００１８】図３において、直線ｘは、新品の有機ＥＬ
素子１０ａから１０ｇ（セグメント）の２５℃に対する
ＤＣ駆動の場合の輝度－温度特性、即ち有機ＥＬ素子１
０ａから１０ｇがほぼ毎回駆動され、２５℃での輝度を
１とした場合における、各使用温度での輝度の比を示す
グラフである。尚、直線ｚはドットの１／６４ｄｕｔ
ｙ、即ち有機ＥＬ素子が多数のドットから成り、各ドッ
トが数十回に１回駆動される場合の輝度－温度特性を表
わす。また、直線ｙは有機ＥＬ素子がセグメントがドッ
ト中間の大きさの多数の単位有機ＥＬ素子から成り、数
回に１回駆動される場合の輝度－温度特性を表わす。
【００１９】これによると、何れの直線ｘ、ｙ及びｚ
も、輝度は温度の上昇につれて上昇し、下降につれて下
降している。また、直線ｘによれば、セグメントから成
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る有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇにおいて、例えば有機
ＥＬ素子の温度を２５℃から６５℃まで上昇させた場
合、輝度が１．１倍になることが分かる。
【００２０】図４の曲線ｌは、上記ドットから成る有機
ＥＬ素子（１／６４ｄｕｔｙ）で温度８５℃の場合の、
駆動時間の経過に対する初期設定輝度（４００ｃｄ）の
劣化の状態を示す。これによると、当初設定輝度に対す
る使用後の輝度の比（相対輝度）が９０％（３６０ｃ
ｄ）になるのは駆動開始から約９０時間経過後であり、
８０％（３２０ｃｄ）になるのは約３２０時間経過後で
あることが分かる。
【００２１】尚、一般に有機ＥＬ素子の輝度の劣化は、
初期設定輝度が明るい程早く、また常温であれば駆動時
間の経過につれて劣化の程度が遅くなることが知られて
いる。よって、有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇがセグメ
ントで使用温度が８５℃よりも低い場合も、駆動時間と
相対輝度との関係は、曲線ｌで示した８５℃の場合と同
様の傾向を示すと考えられる。
【００２２】図５の曲線ｐは、セグメントから成り使用
された有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇの輝度劣化に対す
る温度特性、即ち所定時間駆動され温度２５℃のとき上
記図４の相対輝度にある有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇ
をヒータ２５により温度８５℃まで加熱したときの輝度
の変化を示す。例えば、相対輝度が９０％の場合、有機
ＥＬ素子１０ａから１０ｇの温度を２５℃から８５℃ま
で加熱することにより輝度が約６％上昇して当初設定輝
度に対して９５．４％になり、相対輝度が８０％の場
合、輝度が約４％上昇して当初設定輝度に対して８３．
２％になることが分かる。
【００２３】尚、相対輝度が９０％の場合、有機ＥＬ素
子１０ａから１０ｇの温度を２５℃から７０℃まで加熱
することにより輝度が約５％上昇し、相対輝度が８０％
の場合、輝度が約３％上昇することが分かっている。ま
た、相対輝度が９０％の場合、有機ＥＬ素子１０ａから
１０ｇの温度を２５℃から５５℃まで加熱することによ
り輝度が約４％上昇し、相対輝度が８０％の場合、輝度
が約２％上昇することが分かっている。
【００２４】次に、本実施例の作用効果について説明す
る。
【００２５】ここで、各有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇ
は図３の輝度－温度特性において直線ｘに従って発光
し、また有機ＥＬ表示装置の初期使用温度は２５℃であ
ると仮定する。有機ＥＬ表示装置の作動時、７つの有機
ＥＬ素子１０ａから１０ｇのうち少なくとも２つの透明
陽極電極１２と陰極電極１４との間に電圧を印加するこ
とにより、「０」から「９」までの何れか１つの数字が
表示される。有機ＥＬ表示装置の作動時において各有機
ＥＬ素子１０ａから１０ｇの発光頻度は異なる。
【００２６】例えば、「０」から「９」まで１回ずつ表
示した場合、最も発光頻度が高い有機ＥＬ素子１０ｆの
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発光頻度を１とすると、２番目に発光頻度が高い有機Ｅ
Ｌ素子１０ａ及び１０ｃの発光頻度は８／９で、３番目
に発光頻度が高い有機ＥＬ素子１０ｂ、１０ｄ及び１０
ｇの発光頻度は７／９で、最も発光頻度が少ない有機Ｅ
Ｌ素子１０ｅの発光頻度は４／９である。
【００２７】各有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇの駆動時
間は発光頻度に対応する。よって、例えば有機ＥＬ素子
１０ｆが１８０時間駆動されたとすると、有機ＥＬ素子
１０ａ及び１０ｃは１６０時間、有機ＥＬ素子１０ｂ、
１０ｄ及び１０ｇは１４０時間、そして有機ＥＬ素子１
０ｅは８０時間それぞれ駆動される。各有機ＥＬ素子１
０ａから１０ｇの使用開始からの駆動時間を測定手段２
０により測定し、測定された駆動時間は制御手段３０に
入力する。
【００２８】各有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇの輝度
は、ヒータ２５による加熱がない場合、駆動当初からの
駆動時間の長短に対応して、図４に示す曲線ｌと同じ傾
向で沿って劣化する。即ち、有機ＥＬ素子１０ｆの相対
輝度は８４％近傍に、有機ＥＬ素子１０ａ及び１０ｃは
８６％近傍に、有機ＥＬ素子１０ｂ、１０ｄ及び１０ｇ
は８８％近傍に、そして有機ＥＬ素子１０ｅの相対輝度
は９１％近傍に、それぞれ劣化する。
【００２９】その結果、例えば駆動後に最も明るい有機
ＥＬ素子１０ｅの相対輝度に対して、２番目に明るい有
機ＥＬ素子１０ｂ、１０ｄ及び１０ｇの相対輝度の比は
０．９６８、３番目に明るい有機ＥＬ素子１０ａ及び１
０ｃの相対輝度の比は０．９４５、そして最も暗い有機
ＥＬ素子１０ｆの相対輝度の比は０．９２４になる。こ
のように、各有機ＥＬ素子１０ａから１０ｇを加熱しな
ければ、最も明るい有機ＥＬ素子１０ｅに対する、隣接
する有機ＥＬ素子１０ｄ及び１０ｇの相対輝度の比は約
９７％、対向する有機ＥＬ素子１０ｆの相対輝度の比は
約９２％になる。よって、駆動開始から１００時間経過
した時点から、輝度の劣化の程度即ち相対輝度の比に応
じて、ヒータ２５により各有機ＥＬ素子１０ａから１０
ｇを加熱する。
【００３０】その際、ヒータ２５への通電量を、各有機
ＥＬ素子１０ａから１０ｇの輝度の劣化の程度に対応さ
せて制御手段３０により制御する。即ち、使用後最も暗
い有機ＥＬ素子１０ｆには最も多く、２番目に暗い有機
ＥＬ素子１０ａ及び１０ｃには２番目に多く、３番に暗
い有機ＥＬ素子１０ｂ、１０ｄ及び１０ｇには３番目に
多く、最も明るい有機ＥＬ素子１０ｅには最も少なく、
それぞれ通電する。これにより、有機ＥＬ素子１０ｆは
温度が約８５℃まで上昇し、相対輝度が約５％上昇す
る。また、有機ＥＬ素子１０ａ及び１０ｃは温度が約５
５℃まで上昇して相対輝度が約３％向上し、有機ＥＬ素
子１０ｂ、１０ｄ及び１０ｇは温度が約５５℃まで上昇
して相対輝度が約３％向上し、そして有機ＥＬ素子１０
ｅは温度が約８５℃まで上昇して相対輝度が約５％向上
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する。
【００３１】その結果、加熱後最も明るい有機ＥＬ素子
１０ｅの輝度に対して、２番目に明るい有機ＥＬ素子１
０ｂ，１０ｄ及び１０ｇの輝度の比は約１となり、３番
目に明るい有機ＥＬ素子１０ａ及び１０ｃの輝度の比は
約０．９５となり、そして最も暗い有機ＥＬ素子１０ｆ
の輝度の比は約０．９７になる。即ち、最も明るい有機
ＥＬ素子１０ｅの相対輝度に対する、隣接する有機ＥＬ
素子１０ｂ、１０ｄ及び１０ｇの相対輝度の比は１で、
最も暗い有機ＥＬ素子１０ｆの相対輝度の比は０．９７
となる。その結果、上記加熱前の有機ＥＬ素子１０ｅの
相対輝度に対する、隣接する勇気ＥＬ素子１０ｄ及び１
０ｇの相対輝度の比（約９７％）、及び対向する勇気Ｅ
Ｌ素子１０ｆの相対輝度の比（約９２％）よりも、相対
輝度の比の値が小さくなっている。
【００３２】
【発明の効果】以上述べてきたように、本発明の有機Ｅ
Ｌ表示装置は、複数の有機ＥＬ素子と、各有機ＥＬ素子
を加熱する複数のヒータと、各有機ＥＬ素子の駆動時間
を測定する測定手段と、測定手段の測定結果に基づき各
ヒータの発熱量を制御する制御手段とから成る。従っ
て、使用により各有機ＥＬ素子間の輝度に差が生じた場
合でも、ヒータにより該有機ＥＬ素子を加熱することに
よりその輝度が上昇し、複数の有機ＥＬ素子間の輝度の*
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*差が小さくなり、有機ＥＬ表示装置を見る者に不快感を
与えることを抑制乃至緩和することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明による有機ＥＬ表示装置の一実施例を
示す説明図である。
【図２】  上記有機ＥＬ表示装置を構成する有機ＥＬ素
子の断面図である。
【図３】  上記実施例における輝度－温度特性を示すグ
ラフである。
【図４】  上記実施例における輝度劣化の耐駆動時間特
性を示すグラフである。
【図５】  上記実施例における輝度劣化に対する温度特
性を示すグラフである。
【符号の説明】
１０ａ～１０ｇ：有機ＥＬ素子            １１：ガラ
ス基板
１２：透明陽極電極                      １３：有機
薄膜
１４：陰極電極                          １６：保護
膜
２０：測定手段                          ２５：ヒー
タ
３０：制御手段

【図１】 【図２】

【図３】
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